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論文審査の要旨 

 

Near-infrared spectroscopy (NIRS)を搭載した血管内超音波検査 (NIRS-IVUS)は脂質成分

の分布を Lipid-core burden index (LCBI)として検出できる。頸動脈狭窄症のステント留置

術において塞栓合併症の危険因子である脂質プラークを NIRS-IVUS により評価できる

可能性がある。本研究では頸動脈の maxLCBI 値と病理組織像との整合性を検討した。 

頚動脈内膜剥離術 15 症例の摘出プラークを対象に、生体外で NIRS-IVUS を実施し、

maxLCBI 値と病理学的プラーク指標との相関性を検討した。maxLCBI は形態や炎症の

指標である CRP 及び CD68 の免疫染色範囲と正の相関が認められ、NIRS-IVUS は脂質

プラークの正確な評価が可能と考えられた。 

公聴会では検査の限界、術前 MRI 検査との対比、病理学的指標について質疑があり、い

ずれも適切に回答された。また、NIRS-IVUS 検査の臨床的意義として、外科切除を含む

より適切な治療法の選択や塞栓防止デバイスやステントなど選択により虚血合併症を

軽減できる可能性が述べられた。 

本研究は、頸動脈狭窄症に対する新たな画像モダリティーに関する基礎データを示した

もので、今後の血管内治療に貢献する可能性があり、学位に相当すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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